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・平成最後の当初予算（３月定例会）
・次期、村長選は（一般質問）
・村人インタビュー

・平成最後の当初予算（３月定例会）
・次期、村長選は（一般質問）
・村人インタビュー

（4月９日）



平成31年4月26日発行 2

令和へつなぐ
3,333万円

３月定例会

　

平
成
31
年
第
１
回
、
五
木
村
議
会
定
例
会

を
３
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
開
催
し

会
期
を
３
月
14
日
ま
で
の
８
日
間
と
し
て
人

事
案
件
２
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
案
件
１

件
、
指
定
管
理
案
件
４
件
、
条
例
の
改
正
案

件
３
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
案
件
７

件
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
件
10
件
の
合

計
27
件
が
提
案
さ
れ
た
。

　

提
案
理
由
の
中
で
和
田
村
長
は
、
平
成

30
年
度
で
終
了
す
る
「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ

く
り
計
画
」
は
ダ
ム
休
止
後
の
村
再
建
が
、

ま
だ
半
ば
で
あ
る
と
熊
本
県
と
協
議
を
行
っ

た
。
今
後
５
年
間
、
基
金
も
含
め
３
億
円
規

模
の
財
政
支
援
を
実
施
す
る
協
議
が
整
っ
た

こ
と
を
念
頭
に
、
ま
た
消
費
税
が
10
月
に

８
％
か
ら
10
％
に
な
る
こ
と
も
考
慮
し
て
予

算
編
成
に
あ
た
っ
た
と
明
言
し
た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
「
五
木
村
子
育
て
・
定

住
支
援
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
賛
成
５
：
反
対
２
「
平
成
30
年
度
五
木

村
一
般
会
計
補
正
予
算
」
は
賛
成
６
：
反
対

１
の
賛
成
多
数
、
で
可
決
。
「
平
成
31
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
」
を
含
む
そ
の
他
の
25

案
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
日
目
の
３
月
11
日
（
月
）

３
人
の
議
員
が
村
の
課
題
、
・
振
興
策
な
ど

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
３
月
14
日
（
木
）
に

討
論
・
採
決
、
そ
の
結
果
、
全
議
案
可
決
閉

会
し
た
。

　

平
成
30
年
度
で
終
了
す
る「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く
り
計
画
」は
、

村
の
再
建
が
ま
だ
半な

か

ば
で
あ
る
と
熊
本
県
と
協
議
。

　

今
後
５
年
間
基
金
も
含
め
３
億
円
規
模
の
財
政
支
援
を
実
施
す

る
協
議
が
整
っ
た
。自主財源

4億9,310万9千円
（21.1％）

自主財源
4億9,310万9千円
（21.1％）

村税
2億3,357万6千円
（10.0％）

村税
2億3,357万6千円
（10.0％）

寄付金
900万円（0.3％）

寄付金
900万円（0.3％）

財産収入
2,227万8千円
（0.1％）

財産収入
2,227万8千円
（0.1％）

繰入金
1億3,231万8千円

（5.7％）

繰入金
1億3,231万8千円

（5.7％）

繰越金
5,000万円
（2.1％）

繰越金
5,000万円
（2.1％）

地方譲与税等
7,812万2千円
（3.3％）

地方譲与税等
7,812万2千円
（3.3％）

地方交付税
10億1,000万円
（43.3％）

地方交付税
10億1,000万円
（43.3％）

国庫支出金
1億3,092万7千円

（5.6％）

国庫支出金
1億3,092万7千円

（5.6％）

県支出金
3億8,657万3千円
（16.6％）

県支出金
3億8,657万3千円
（16.6％）

村債
2億3.460万円
（10.1％）

村債
2億3.460万円
（10.1％）

分担金、負担金、使用料、手数料、諸収入
4,443万5千円（1.9％）

分担金、負担金、使用料、手数料、諸収入
4,443万5千円（1.9％）

依存財源
18億4,022万2千円

（78.9％）

依存財源
18億4,022万2千円

（78.9％）

歳 入 総 額
23億3,333万1千円
歳 入 総 額

23億3,333万1千円

（前年度比　△４億３, ８００万円）
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平成最後の予算 23億 

総務費
6億1,346万8千円
（26.3％）

職員人件費、財産管理、協力隊事業など

総務費
6億1,346万8千円
（26.3％）

職員人件費、財産管理、協力隊事業など

民生費
2億6,828万9千円
（11.5％）

民生費
2億6,828万9千円
（11.5％）

衛生費
1億5,103万2千円

（6.5％）

衛生費
1億5,103万2千円

（6.5％）

農林水産業費
3億1,452万円
（13.5％）

農林水産業費
3億1,452万円
（13.5％）商工費

9,306万円
（4.0％）

商工費
9,306万円
（4.0％）

土木費
3億4,103万9千円
（14.6％）
道路や住宅等

土木費
3億4,103万9千円
（14.6％）
道路や住宅等

教育費
1億8,174万円
（4.0％）

教育費
1億8,174万円
（4.0％）

公債費
2億3,992万1千円
（10.3％）
村の借金返済

公債費
2億3,992万1千円
（10.3％）
村の借金返済

消防費
6,980万3千円
（3.0％）

消防費
6,980万3千円
（3.0％）

災害復旧費
734万9千円
（0.3％）

災害復旧費
734万9千円
（0.3％）

議会費
5,111万円
（2.2％）

議会費
5,111万円
（2.2％）

予備費
200万円
（0.1％）

予備費
200万円
（0.1％）

歳 出 総 額
23億3,333万1千円

※円の大きさは、予算比
較の大きさをあらわし
ています。

　子育て・定住支援のために、出産祝金、養育奨励金、チャイルドシート購入助成などを廃止。今回、
条例を全部改正する提案がなされ、討論・採決の結果、賛成多数で可決した。

　平成31年第1回五木村議会定例会の中で、一般会計当初予算23億3,333万円の主な歳出の中身とし
ては、総務費では村のホームページリニューアル、ふるさと納税活用推進、生活交通対策など。民生
費では子育て・定住支援事業の各種助成金等を一本化した「子育て応援助成金」を新設、衛生費では
平野地区飲料水供給施設改修工事など。農林水産業費では森林環境譲与税に係る森林経営管理費を新
たに追目して事業を行う。また、商工費ではプレミアム付商品券の交換事務等で委託料や助成金を計
上。土木費では村営住宅建設により定住につなげる計画。教育費は、五木中学校グラウンドの外周ラ
ンニングコースを舗装改修する予算などを計上した。
　討論では、「子育て・定住支援条例の全部改正」に対して廃止する条項（通勤費助成金など）によ
り支援度低下を指摘する反対討論があったが、採決の結果、賛成５・反対２で可決した。

平成31年度当初予算を全会一致で可決
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－ 全部改正のポイント項目 －
　　　子育て応援助成金（担当課：保健福祉課）

　　　　子供１人につき毎年２万円（0歳～15歳）
「廃止」する事業 「継続」して実施する事業

・出産祝金　・養育奨励金
・チャイルドシート購入助成金
・結婚祝金　・新築祝金
・増改築祝金　
・ＵＩターン助成金
・通勤費助成金
・集落内道路等整備助成金
・保育料軽減助成金（保育料は10月
から「無償化」として準備中です。）

・妊婦健診交通費助成金（保健福祉課）
・乳幼児特殊ミルク代助成金（保健福祉課）
・子供医療費助成金（保健福祉課）
・不妊治療費助成金（保健福祉課）
・修学旅行費助成金（教育委員会）
・給食費助成金（教育委員会）
・村営住宅定住助成金（建設課）

（　）＝担当課

新規

平成31年度　当初予算対前年度比較表                          （単位：千円）
会　　計　　名 平成31年度 平成30年度

対前年度
増減額 増減率

一 般 会 計 2,333,331 2,771,923 △ 438,592 △ 15.8%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 149,933 159,026 △ 9,093 △ 5.7%
ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 35 57 △ 22 △ 38.6%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 18,211 19,677 △ 1,466 △ 7.5%
農 業 集 落 排 水 事 業特別会計 13,922 13,748 174 1.3%
介 護 保 険 特 別 会 計 197,902 208,106 △ 10,204 △ 4.9%
代 替 地 上 下 水 道 特 別 会 計 14,911 14,385 526 3.7%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 23,199 22,512 687 3.1%
墓 地 公 園 特 別 会 計 246 275 △ 29 △ 10.5%
情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 29,810 28,518 1,292 4.5%

特　別　会　計　小　計 448,169 466,304 △ 18,135 △ 3.9%
合　　　計 2,781,500 3,238,227 △ 456,727 △ 14.1%

子育て・定住支援条例を全部改正
（ 賛成５：反対２で可決 ）
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村道梶原線道路災害復旧工事に5,800万円
　平成31年第１回五木村議会臨時会を２月７日（木）午前10時から開会した。
　会期は１日間。

　議案第１号は工事請負変更契約の締結について
（水没予定地※東部エリア建築工事）
　議案第２号は工事請負変更契約の締結について
（水没予定地※東部エリア機械設備工事）
　議案第３号は工事請負契約の締結について（村道
梶原線道路災害復旧工事）
　議案第４号は平成 30年度五木村一般会計補正予
算（第５号）
が、提案され議案第１号と第２号は賛成多数で可決。
　議案第３号と第４号は全員賛成で可決した。
※（東部エリア地域：旧東小跡地）

―　翌年度の繰越事業を承認　―
　平成31年第２回五木村議会臨時会を３月26日（火）に開会。会期は1日間。
　案件は議案第32号の補正予算１件のみで、繰越事業の承認に関する内容を全
会一致で可決した。

（単位：千円） 　　  
事　　　　　業　　　　　名 金　　額

会計年度任用職員制度導入のための例規整備支援業務委託事業 2,160 
社会資本総合整備計画事後評価分析業務委託事業（五木東部地区） 5,000 
八重地区飲料水供給施設改修事業 42,250 
平沢津地区飲料水供給施設改修事業 12,260 
村有林素材生産事業（間伐）委託事業 11,466 
分収造成林間伐（切捨）事業委託事業 624 
プレミアム付商品券事業 454 
村道神屋敷線道路改良委託事業 77,060 
村道橋梁補修事業 20,772 
防災行政無線デジタル化二次整備事業 365,638 
消防団救助能力向上資機材購入事業 807 
林道災害復旧事業（林道瀬目下谷線外４路線） 16,781 
村道災害復旧事業（村道瀬目線外９路線） 102,638 

計 657,910 

第 １ 回 臨 時 会

第 ２ 回 臨 時 会

村道梶原線災害の様子
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質
問　

全
国
で
農
業
法
人
を
立

ち
上
げ
て
い
る
女
性
も
多
く
、

「
き
た
な
い
」
「
き
つ
い
」
農

業
か
ら
働
き
方
改
革
や
６
次
産

業
化
に
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
を
生
産
に
取
り
組
む
人

を
募
集
す
る
考
え
は
。

村
長　

村
か
ら
呼
び
か
け
し
て

な
い
関
係
も
あ
っ
て
現
在
の
と

こ
ろ
希
望
者
は
な
い
が
、
そ
の

様
な
方
が
あ
っ
て
条
件
が
揃
え

ば
取
り
組
み
は
可
能
で
あ
る
。

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

公
募
を
農
業
参
入
や
起
業
を
前

提
に
公
募
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

村
長　

そ
の
よ
う
な
募
集
の
仕

方
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

シ
カ
、
サ
ル

の
被
害
が
少
な
い
子

別
峠
地
区
で
高
地
野

菜
の
生
産
を
農
林
水

産
物
協
議
会
で
行
う

考
え
は
な
い
か
。

村
長　

農
地
の
集
約

化
等
を
や
り
な
が
ら

取
り
組
み
は
必
要
と

思
う
。

質
問　

我
村
で
は
サ

ル
、
シ
カ
の
被
害
で

自
家
で
食
す
野
菜
も

作
れ
ず
、
村
が
抜
本

的
対
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う

藤本新一 議員

一般　　質問

安
定
し
て
生
産
が
出
来
る
ハ
ウ
ス
栽
培
を

和
田
村
長　

検
討
し
て
い
る
が
初
期
投
資
の
問
題
が
あ
る

農
地
問
題
と
農
産
物
の
生
産

に
つ
い
て

質
問　

高
齢
化
に
伴
い
耕
作
放

棄
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
第

６
期
基
本
構
想
と
基
本
計
画
で

検
討
し
、
農
産
物
の
生
産
対
策

が
必
要
と
思
う
が
。

村
長　

こ
れ
ま
で
色
々
な
作
物

を
奨
励
を
し
て
き
た
。
少
な
い

耕
作
面
積
で
付
加
価
値
の
高
い

作
物
を
作
る
努
力
を
し
て
き
た

が
、
今
後
も
取
組
ん
で
い
く
。

質
問　

耕
作
放
棄
地
が
多
く
な

る
と
動
物
の
エ
リ
ア
が
広
く

な
っ
て
人
が
住
め
な
い
状
況
に

な
る
。
雑
草
木
等
を
刈
り
取
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長　

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議

会
で
対
応
を
し
て
い
る
が
、
土

地
所
有
者
の
関
係
等
も
あ
り
、

思
う
よ
う
に
至
っ
て
い
な
い
。

質
問　

我
村
は
小
面
積
の
農
地

で
動
物
被
害
対
策
も
コ
ス
ト
高

で
あ
り
、
収
益
が
見
込
め
る
畑

ワ
サ
ビ
栽
培
を
行
う
考
え
は
。

村
長　

動
物
被
害
が
少
な
い
農

産
物
が
あ
れ
ば
取
り
組
み
は
有

効
と
思
う
。

質
問　

大
手
企
業
イ
オ
ン
は
子

会
社
を
つ
く
っ
て
野
菜
等
を
生

産
し
て
お
り
、
国
・
県
の
協
力

を
得
て
接
触
す
る
考
え
は
。

村
長　

国
、
県
に
も
協
力
を
お

願
い
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問　

農
産
物
の
生
産
は
路
地

栽
培
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
が
主
流

に
な
っ
て
い
る
。
我
村
の
狭
い

農
地
で
は
安
定
し
た
生
産
が
出

来
る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

ハ
ウ
ス
物
は
検
討
を
し

て
い
る
が
、
初
期
投
資
等
の
問

題
も
あ
る
。

質
問　

水
没
予
定
地
の
利
活
用

は
制
限
が
あ
り
、
村
が
誘
致
企

業
的
取
り
組
み
と
し
て
農
産
物

加
工
場
を
作
る
考
え
は
。

村
長　

加
工
場
が
稼
動
を
す
る

量
の
生
産
物
が
集
ま
る
か
、
土

地
も
少
な
い
中
で
今
、
加
工
場

を
作
る
状
況
に
は
な
い
。

が
。

村
長　

農
家
の
方
、
地
域
の
方

が
罠
に
よ
る
鳥
獣
狩
猟
資
格
を

と
っ
て
い
た
だ
き
、
又
新
規
駆

除
隊
へ
参
入
を
促
す
よ
う
な
考

え
で
あ
る
。

質
問　

高
齢
化
に
よ
り
自
分
で

防
護
柵
や
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
が

出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、
早
急

に
対
策
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長　

今
ま
で
何
十
年
と
対
策

の
歴
史
が
あ
る
が
思
う
よ
う
に

な
っ
て
な
く
、
再
度
対
策
を
進

め
た
い
。

頭地大橋から見た旧久領地区
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い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

31
年
度
予
算
は
、
通
年

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
作
成

さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
10
月
の

村
長
の
任
期
が
く
る
。
次
期
も

村
長
と
し
て
務
め
る
意
気
込
み

は
あ
る
の
か
。

村
長　

ま
だ
誰
と
も
相
談
し
た

こ
と
は
な
い
。
予
算
成
立
し
て

行
政
執
行
を
や
り
な
が
ら
進
退

に
つ
い
て
は
、
時
期
が
来
れ
ば

明
ら
か
に
し
た
い
。

早田吉臣 議員

次期、村長選は
和田村長　時期が来たら明らかにしたい

一般　　質問 成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

質
問　

成
年
後
見
人
制
度
の
周

知
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

平
成
28
年
度

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談
会
。

昨
年
は
一
般
住
民
、
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉

関
係
の
方
に
勉
強
会
を
行
っ
て

い
る
。

質
問　

高
齢
者
の
虐
待
防
止
や

権
利
擁
護
ま
た
、
空
き
家
、
放

置
山
林
の
対
策
の
た
め
に
も
周

知
と
認
識
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長　

権
利
の
保
持
、
人
権
を

尊
重
し
な
が
ら
中
核
セ
ン
タ
ー

に
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人

を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問　

事
務
作
業
の
改
革
と
し

て
近
隣
市
町
村
と
の
ク
ラ
ウ
ド

管
理
計
画
は
な
い
の
か
。

村
長　

人
吉
球
磨
で
た
び
た
び

話
題
に
は
出
る
が
具
体
的
に
踏

み
出
す
よ
う
な
現
状
に
は
至
っ

て
な
い
。

質
問　

行
政
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
Ｒ
・
Ｐ
・
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
導
入
す
る
計
画
は

な
い
か
。

村
長　

研
修
会
な
ど
に
は
参
加

し
て
い
る
。
ま
だ
、
具
体
的
に

導
入
す
る
か
し
な
い
か
の
話
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

質
問　

役
場
の
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
と
窓
口
職
員
を
交
代

で
行
い
業
務
の
共
有
化
な
ど
は

出
来
な
い
か
。

村
長　

玄
関
を
入
っ
て
総
合
相

談
窓
口
の
看
板
を
掲
げ
職
員
か

ら
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

職
務
の
専
門
性
も
あ
る
が
庁

内
で
協
議
し
て
可
能
で
あ
れ
ば

行
い
た
い
。

村
長
の
任
期
に
つ
い
て

質
問　

平
成
31
年
度
予
算
は
、

何
に
重
点
を
置
い
て
予
算
編
成

を
し
た
の
か
。

村
長　

住
民
が
安
心
し
て
住
め

る
よ
う
、
ま
た
少
子
高
齢
化
が

少
し
で
も
抑
制
で
き
る
よ
う
予

算
編
成
を
行
っ
た
。

質
問　

村
営
住
宅
が
不
足
し
て

い
る
と
聞
く
。
小
浜
と
野
々
脇

の
空
き
地
に
建
設
で
き
な
い
か
。

村
長　

小
浜
は
国
土
交
通
省
の

土
地
・
公
園
で
あ
り
、
現
況
で

は
利
用
で
き
な
い
。
野
々
脇
は
、

将
来
的
に
は
活
用
し
て
い
き
た
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西村久徳 議員

一般　　質問

村
内
の
商
店
や
建
設
業
の
閉
業
対
策
は

和
田
村
長　

残
念
に
思
っ
て
い
る
が
、
代
替
え
の
決
め
手
は
な
い

質
問　

近
年
、
村
内
各
地
の
商

店
が
相
次
い
で
閉
店
さ
れ
、
生

活
用
品
の
買
い
物
等
不
便
と
不

安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
。
商
店

は
買
物
は
元
よ
り
地
域
の
拠
り

所
で
も
あ
る
。
生
き
残
り
を
か

け
た
方
策
は
な
い
の
か
、
ま
た

村
と
し
て
対
策
は
講
じ
た
の
か
。

村
長　

商
店
が
な
く
な
る
事
は

非
常
に
寂
し
い
思
い
。
昨
年
コ

ン
ビ
ニ
的
な
も
の
が
出
来
な
い

か
と
試
験
的
に
や
っ
た
経
緯
が

あ
る
が
断
念
し
た
。

質
問　

村
内
大
手
建
設
業
も
廃

業
さ
れ
る
と
聞
く
。
広
大
で
急

し
ゅ
ん
な
山
あ
い
の
山
村
で
災

害
や
豪
雪
時
な
ど
機
動
力
が
必

要
な
中
に
、
村
の
衰
退
が
急
速

に
押
寄
せ
て
く
る
感
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
は
真
剣

に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

村
長　

廃
業
は
誠
に
残
念
な
事

だ
と
思
う
。
村
内
に
は
建
設
業

者
が
三
社
と
振
興
公
社
が
残
る
。

除
雪
や
災
害
時
な
ど
住
民
に
迷

惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
。コ

テ
ー
ジ
と
森
の
遊
び
場
に

つ
い
て

質
問　

水
没
予
定
地
の
元
東
小

学
校
跡
地
に
６
億
円
も
か
け
て

４
月
か
ら
営
業
開
始
と
な
る
が
、

開
業
に
当
た
り
何
ら
不
備
な
く

態
勢
は
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
営
業
に
あ
た
っ
て
一
番
大

事
な
こ
と
は
何
と
思
わ
れ
る
か
。

村
長　

４
月
20
日
の
開
業
を
め

ざ
し
て
不
備
が
な
い
よ
う
準
備

態
勢
は
確
立
し
て
い
る
。
雇
用

や
地
産
地
消
等
で
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
独
立
採
算
の
自
社
資

金
で
運
営
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
携
わ
る
運

営
ス
タ
ッ
フ
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

歴
史
文
化
交
流
館
の
運
営
に

つ
い
て

質
問　

年
間
入
館
者
数
が
当
初

計
画
の
約
３
分
の
１
し
か
な
く

今
年
度
は
昨
年
よ
り
少
な
い
。

村
長
、
教
育
長
は
自
ら
減
俸
ま

で
さ
れ
て
、
来
年
は
集
客
を
計

る
と
言
わ
れ
た
が
、
昨
年
よ
り

少
な
い
の
は
何
故
か
。

教
育
長　

現
時
点
で
目
標
と
し

て
い
る
数
値
に
は
届
い
て
い
な

い
状
況
で
今
後
集
客
の
た
め
、

メ
デ
ィ
ア
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

村
道
、
林
道
等
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

質
問　

管
理
の
あ
り
方
を
、
研

究
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長　

現
状
ど
お
り
通
常

の
維
持
管
理
は
振
興
公
社
へ
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ほ
か
、
６
次
基
本
構
想

に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

林道日当線・議会調査時のようす
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議会の
vol.7
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追
跡

あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
？

県
営
林
業
大
学
校
を
開
校
（
平
成
31
年
４
月
15
日
）

　村の基幹産業である林業に関係する人材育成、担い手確保の必要
性を背景に、平成 28 年に村が県に要望をしていた「くまもと林業
大学校」について、その後を追った。

これまでの経緯

　　議会でもこれまで県営の施設誘致等について度々意見や要望
　　　↓
　　平成28年6月、村が郡町村会へ要望したことを契機に熊本県へ
　　　↓
　　平成30年3月定例会の折に県営施設の可能性について村長答弁
　　　↓
　　平成30年12月定例会の一般質問で林業大学の現状について質問
　　　↓
　　平成30年12月 17日、熊本県と五木村が連携協力の協定を締結
　　　↓
　　平成31年4月15日「くまもと林業大学校」開校（五木村県南校）

　熊本県において昨年 8月に林業大学校の設置案が正式に了承され、同年
11 月末から一般選考の生徒を募集開始。結果、第 1期生となる 17 人がこ
の春入校し、そのうち 6人は五木村を拠点とする県南校で学ぶこととなっ
た。

座学受講のようす

入校者の皆さん（五木村役場にて）　
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1 4日 成人式（全議員）
 5日 消防出初式（全議員）

 9日 定例全員協議会
  広報委員会（第1回編集会議）
 10日 定例郡議長会議(議長)
 13日 新春駅伝大会(全議員)　　　
 17日 社会保障自治体要請キャラバン対応(議長)
 18日 広報委員会（第2回編集会議）
  ウッドスタート祝い品贈呈式（議長）
 22日 例月監査（中村監査委員）
  広報委員会(第3回編集会議)
 23日 臨時全員協議会(全議員)
  下球磨町村議会議長会研修会及び交流会（議員、局長）
 24日 経済常任委員会(各委員)
 25日 広報委員会（第4回編集会議）
  事務局長会議(局長)

2 4日 臨時全員協議会(全議員)
 7日 第1回臨時議会(全議員)

  定例全員協議会(全議員)
 14日 定例郡議長会議（議長）

 15～16日 県議長会定期総会(議長)
 19日 郡議員研修会（全議員）
 20日 例月監査（中村監査委員）
 22日 県防衛セミナー（副議長）
 27日 人吉下球磨消防組合定例会（岡本せ議員）
 28日 人吉球磨広域行政組合定例会（黒川・川辺議員）

3 1日 議会運営委員会（各委員）
  人吉高校五木分校卒業式（全議員）

 7日 平成31年第1回議会定例会（～14日閉会）
 9日 人吉球磨観光地域フォーラム（各議員）
 10日 五木中学校卒業式（全議員）
 16日 九州チャレンジサイクルロードレース2019（～17日）
 20日 五木東小学校卒業式(全議員)
 22日 定例郡議長会議(議長)
  例月監査（中村監査委員）
 23日 中央保育所卒園式(議長)
 24日 全国高等学校選抜自転車競技大会
 26日 第2回臨時議会(全議員)
 27日 人吉球磨広域行政組合第1回定例会（黒川・川辺議員）

●議会の動き（１月～３月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　

株
式
会
社
日
添
は
、
白
滝
公
園
前
にCAFÉ

み
な
も
と

を
開
店
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
五
木
村
は
た
く
さ
ん
の

魅
力
が
あ
る
村
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。肉
厚
の
し
い
た
け
、

山
の
中
で
育
っ
た
地
は
ち
み
つ
、
き
れ
い
な
水
で
育
っ
た

お
米
、
水
質
日
本
一
の
川
、
そ
し
て
、
あ
た
た
か
い
人
な

ど
。
カ
フ
ェ
を
開
く
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
魅
力
的
な
村
を
も
っ
と
外
の
人
に
も
村
の
方
に

も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

五
木
村
に
は
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

１
０
０
０
人
の
小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
一
人
ひ
と

り
の
魅
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
事
業
や
活
動
が
も
っ
と

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
魅
力
が

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

五
木
の
魅
力
を
発
信
！

カ
フ
ェ
み
な
も
と
の

皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

木下　保
やすなり

成さん日野　正
まさき

基さん

CAFÉみなもと店内

土屋　望
のぞみ

生さん

お待ちしております！
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新
し
い
元
号
が
４
月
１
日
に
発

表
さ
れ
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
に
、
平
成
最

後
の
統
一
地
方
選
挙
や
、
令
和
最

初
の
選
挙
が
あ
る
。
住
民
が
議
員

に
期
待
す
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
う
。
議
員
も
選
挙
の
時
、

い
ろ
い
ろ
と
努
力
目
標
は
掲
げ
る

が
、「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
あ
る
。

　
た
だ
、
議
員
は
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
予
算
を
組

ん
で
執
行
す
る
権
限
は
な
い
。
村
長
は
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
予
算
化
し
、
提
案
し
て

執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
議
会
が
議
決
し
な
け
れ
ば
、
村

長
は
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
道

に
入
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
。

　
平
成
最
後
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
町
村

長
や
議
員
の
な
り
手
不
足
で
無
投
票
当
選
や

少
数
激
戦
も
あ
っ
た
が
、
各
町
村
と
も
難
し

い
「
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
」
対
策
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。

　
令
和
の
時
代
は
、「
行
政
や
議
会
」
に
関
心

を
持
っ
て
多
く
の
人
達
が
挑
戦
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
岡
本 

正
）

次
回
の
定
例
会
は
６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編集
後記

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

ニワトコ（スイカズラ科）「山菜　薬
やくぼく

木」別名、接
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骨木
　雑木林などどこでも見られる落葉性の低木で、高さ３メートル前後になり、葉は
羽状複葉で長葉である。４月ごろ泡のような白っぽい花が咲く、果実は小粒の球状
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